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１．意識の深化 ～DEI風土・文化の醸成～
２．仕組みの進化 ～多様な技術士の活躍～
３．社会貢献で真価 ～多様な技術による社会課題解決～DEIを推進する３つの「シンカ」

基本方針

DEI（ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン）とは、多様性を包摂し、誰もが公平に
活躍できる状態をつくり、新たな価値創出などの組織力を高めようという考え方

E quity
（公平性） I nclusion

（包摂性）

日本技術士会は、多様・多彩な技術者、技術をつなぐプラットフォームとして、
誰もが能力を発揮し、
誰もがその人らしく生きられる社会の実現に貢献します

日本技術士会DEI推進宣言（概要図）

目指す姿

D iversity
（多様性）

性別、年齢、国籍、障害、
知識、経験、専門性、価値
観などの多様性を受け入れ、
さらに高める

すべての人が活躍できるよ
う、一人ひとりの個性や特
性に応じた環境、ツールを
公平に用意する

個性や特性のちがいを包摂
することで、すべての人が
能力を発揮し、組織全体で
新たな価値を創出する
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これからの実践に向けて

現状

課題特定
解決策
アクションプラン定点観測

本会の
目指す姿

DEI推進宣言の
目指す姿

技術士の品位の保持、資質の向上
等を図ることにより、科学技術の
向上や国民経済の発展、国際交流
の推進に寄与し、さらには広く社
会に貢献する（定款第3条より）

多様・多彩な技術者、技術をつな
ぐプラットフォームとして、誰も
が能力を発揮し、誰もがその人ら
しく生きられる社会の実現に貢献

1. 日本技術士会の目指すDEI

2. DEIをめぐる社会の変遷

3. DEIを推進すべき理由

4. 女性活躍の現状とWLBの課題

5. 無意識のバイアスとは

6. DEIの実践例

7. 日本技術士会での実践状況

8. これからの実践に向けて
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